
「授業備品」NO 314 8.8.1  学び方の授業レベル  

It is not the strongest of the species that survives, nor the most intelligent that survives. It is the one that is 
most adaptable to change ダーウィン 「生き残る種とは、最も強いものではない。最も知的なものでもない。

それは、変化に最もよく適応したものである」。 「時代の変化に合わせた授業づくり」。 

 全国の授業を見て、目指す授業レベルが見えてきた。 

 ぜひ、自分なりの「授業レベル」を作成していただきたい。 

レベル５ 異学年・異学級交流セルフラーニング（教師ぬき＋学習リーダーの活躍）!"#$%&'()*+,-./0123!"#$%&'()*+,-./0123!"#$%&'()*+,-./0123 

 これまで学校や教師は、「学級」単位で学ぶことが常識 

であった。それを超えた学びが、異学年・異学級交流セ 

ルフラーニングだ。1学級であれば、その指導者に沿った 

学びとなる。だが、学級を越える学びとなるため、自分で 

学習課題や学び方・学ぶ相手等（個別最適）を選択できる 

ため、学び方が豊かになる。1組の子が 2組や 3組で学ぶ 

ことも自然なことだ。 

 

レベル４ セルフラーニング（教師ぬきの授業＋学習リーダーの活躍）!"#$%&'()*+,-./0123!"#$%&'()*+,-./0123 

 教師がいないことで子どもたちの全員活動となる。学習 

リーダーが教師と打ち合わせをしてきたことを中心に学習 

活動を展開する。セルフラーニングは、特に驚くことでは 

ない。子どもが普段から一定の形の学習スタンダードに慣 

れ、それに沿って学ぶ。子どもたちは、自主的に学ぶこと 

も身に付いている。学力向上もこの時期と重なる。 

 

レベル３ 子ども主体の学習活動（学習リーダー＋教師のファシリテータ）!"#$%&'()*+,-./0123 

 学習リーダーを中心に学習活動（授業）を進行する。 

学び方の方法を学級で統一し、全員参加型の学習活動を 

行う。グループ活動は、必ず「自分の意見を表明」し班 

全体から全体考察へと向かう。ワールドカフェも行われ 

ており、「動く活動」も多い。教師はファシリテータとし 

て、学習リーダーと打ち合わせをよく行っている。 

 

レベル２ 教師中心の問題解決型授業（教師主体） 

 問題解決的な授業は行っている。教師の一方的な学習 

スタイルよりはよい。問題解決なグッズも貼ってあり、 

子どもたちは学習の流れを把握している。だが、板書を 

主に教師が説明するため、よくしゃべる。1単位時間、 

ほとんどそうだ。教師の説明だけでは、子どもの「アク 

ティブな動きがない」のことも多い。 

 

レベル１ 講義型授業（教師主体） 

教師の一方的な説明や指示、一問一答、一斉授業等は、 

教科の進度は進むだろう。だが、授業内容が理解できない 

子にとっては、どこに身を置いたらよいか分からなくなる。 

やがて違う行動をとる。教師が注意を刷る。悪循環となる。 

教師も教材研究の時間が少ないことに慣れてしまう。それ 

により授業方法を変えることへの抵抗感が強くなる。 

 
 

 

 

 
 

 

 



国立研究所 2020年 6 月「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」の記述 ２ 

授業改善を学習者の視点と授業者の視点から 

分析対象とした授業の指針には中央教育審議会と同様に子供の学びの姿を記述しているものもあったが，子

供の学びの姿を示すと同時にそのような子供の学びの姿を実現する教師の働きかけの在り方について記述さ

れていた。これらの記述形態を参考にすると， 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点と

して，学習者からの記述に 加え，授業者からの記述を併せて示すことの有効性が示唆された。分析対象とな

った授業 の指針に示されている授業改善の視点を主体的・対話的で深い学びの枠組みで再構築する と，主体

的・対話的で深い学びを実現するために教師が何を取り組めばよいのかが明示的 に示される表となった。 

 

 授業改善に向けた『学習者』の視点 授業改善に向けた『授業者』の視点 

 

主

体

的

な

学

び 

●学ぶことに興味や関心を持つ 

●自己のキャリア形成の方向性と関連付ける 

●見通しをもつ  

●粘り強く取り組む 

●自己の学習活動を振り返って次につなげる 

●授業改善に向けた『授業者』の視点 既習事項を振り

返る 

●具体物を提示して引きつける 

●子供が明らかにしたくなる学習課題を設定する 

●子供が自らめあてをつかむようにする 

●学習課題を解決する方向性について見通しを持た

せる 

●子供が自分の考えを持つようにする 

●子供の思考を見守る 

●子供の思考に即して授業展開を考える 

●子供の考えを生かしてまとめる 

●その日の学びを振り返る 

●新たな学びに目を向けさせる 

対

話

的

な

学

び 

●子供同士の協働を通じ，自己の考えを広げ深

める 

●教職員との対話を通じ，自己の考えを広げ深

める 

●地域の人との対話を通じ，自己の考えを広げ

深める 

●先哲の考え方を手掛かりに考える 

●思考を交流させる 

●交流を通じて思考を広げる 

●協働して問題解決する 

●板書や発問で教師が子供の学びを引き出す 

 

深

い

学

び 

●各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働

かせる 

●知識を相互に関連付けてより深く理解する 

●情報を精査して考えを形成する 

●問題を見いだして解決策を考えたり 思いや

考えを基に創造したりすることに向かう 

●資質・能力を焦点化する（つけたい力を明確にする） 

●単元や各授業の目標を把握する 

●ねらいを達成した子供の姿を具体化する 

●教材の価値を把握する 

●単元及び各時間の計画を立てる 

●目標の達成状況を評価する 

 

～「授業者の視点と学習者の視点は，どちらか片方が重要というのでなく，双方を往還することが必要である。

すなわち，授業者による授業の改善の視点と学習者における学びの改善の視点が往還することが主体的・対話的

で深い学びの実現につながる」としている。～ 

 

この記述から 6 年。「授業者と子どもの学びの視点の往還」ではなく、授業者主体の授業がまだ続いていると

思えてならない。その理由は何だろう・・・。改めて、子どもたちが「学び方」を身に付ける必要性を感じっと

った。その上で、教科目標に向かう子どもの姿も見えると思う。2 


